
ま
ず
は
、
当
初
予
算
の
規
模

か
ら
お
聞
き
し
ま
す
。

今
年
度
の
総
額
は
、
前
年
度
比

一
・
六
％
減
の
一
兆
五
千
四
百
三

十
一
億
円
に
な
り
ま
し
た
。
上
下

水
道
や
交
通
事
業
な
ど
の
企
業
会

計
と
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
特

別
会
計
を
除
く
一
般
会
計
で
は
、

前
年
度
比
二
・
七
％
減
と
な
る
八

千
二
百
七
十
二
億
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
（
次
�
の
表
参
照
）。

事
業
の
減
少
で
予
算
規
模
が
実

質
的
に
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
の
は
、

政
令
指
定
都
市
に
な
っ
て
か
ら
初

め
て
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
地

方
財
政
計
画
全
体
の
一
般
歳
出
は

三
・
三
％
減
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
減
少
の
幅
は
小
さ
く
抑
え

ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

緊
縮
型
予
算
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由

か
ら
で
し
ょ
う
か
。

や
は
り
、
長
引
く
景
気
低
迷
に

よ
る
歳
入
（
収
入
）
の
伸
び
悩
み

が
一
番
の
理
由
で
す
ね
。
特
に
、

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
法
人
市
民

税
の
大
幅
な
落
ち
込
み
か
ら
、
市

税
収
入
は
前
年
度
比
三
・
二
％
、

金
額
に
し
て
実
に
八
十
七
億
円
も

減
少
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一
方
、
公
債
費
や
扶
助
費

な
ど
の
義
務
的
な
歳
出
（
支
出
）

要
素
は
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
恒
常
的
に
赤
字
収
支

と
な
っ
て
い
る
国
保
会
計
や
交
通

事
業
へ
の
多
額
な
繰
り
入
れ
も
財

政
を
圧
迫
す
る
要
因
の
一
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

中
長
期
的
に
見
て
も
、
国
の
構

造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
伴
い
、
地

方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
な
ど
、

国
か
ら
市
に
入
る
お
金
に
見
直
し

の
動
き
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市

の
財
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
極
め

て
厳
し
い
と
い
う
認
識
を
持
っ
て

い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
環
境
の
中
、
行

財
政
改
革
の
進
み
具
合
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。

こ
れ
ま
で
、
行
財
政
改
革
推
進

計
画
（
十
〜
十
四
年
度
）
に
基
づ

い
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
行
財

政
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
こ
の
計
画
に
盛
り
込
ん

だ
各
課
題
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
す

べ
て
で
実
施
の
見
極
め
が
つ
く
な

ど
、
取
り
組
み
は
順
調
に
進
ん
で

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。（
数
値
目

標
は
次
�
の
グ
ラ
フ
参
照
）。

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
で
、

今
年
度
予
算
に
は
、
約
五
十
四
億

円
の
財
政
効
果
を
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内

容
と
し
て
は
、
職
員
数
や
事
業
の

見
直
し
、
事
務
的
な
経
費
の
節
減
、

団
体
へ
の
補
助
金
の
見
直
し
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。 総総額額１１兆兆５５，，４４３３１１億億円円のの

予予算算にに込込めめたた思思いいをを語語るる
かかつつらら

桂桂
ののぶぶ

信信
おお

雄雄市市長長

総
額
１
兆
５
千
４３１
億
円

政
令
指
定
都
市
へ
移
行
後

実
質
初
の
マ
イ
ナ
ス
予
算
に

平成１４年度がいよいよスタートしました。

今年度は、現在進めている５年計画の３年次目。

計画の達成にめどをつけるため、各種施策を着

実に推進しつつ、緊急に取り組むべき政策課題

については、特に重点を置いた予算となってい

ます。新年度予算のポイントについて桂信雄市

長に聞きました。
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市長インタビュー

市長インタビュー

市長インタビュー………………………………………………２

経済の活性化……………………………………………………４

少子・高齢社会に対応した地域福祉の推進…………………６

環境と調和したゆたかな暮らしの実現………………………８

総合交通対策の推進……………………………………………１０

市民文化の創造とスポーツの振興……………………………１１

市民・企業・行政のパートナーシップの推進………………１１
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